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□ 労働安全衛生法第五十七条の四第三項の規定に基づき新規化学物質の名称を公表する件（厚生労働省告示題

348号） 

   [官報] 令和 3年 9月 27日 号外 第 218号 75～83頁 

   https://kanpou.npb.go.jp/20210927/20210927g00218/20210927g002180075f.html 

○厚生労働省告示第 254号 

労働安全衛生法（昭和四十七年法律第五十七号）第五十七条の四第一項に規定する新規化学物質について同項

の規定による届出があったので、同条第三項の規定に基づき、その名称を次のとおり公表する。 

令和 3年 9月 27日                        厚生労働大臣  田村 憲久 

通し番号 名   称 整理番号 

29436 4‐[2‐(アセチルオキシ)プロパン‐2‐イル]‐1‐メチルシクロヘキシル＝アセタ

ート 

3-(4)-832 

29437 4‐アミノ‐Ｎ‐(4‐アミノフェニル)ベンズアミド・オクタヒドロ‐3Ｈ，3”Ｈ＝

ジスピロ[[4，7]メタノ[2]ベンゾフラン‐5，1'‐シクロペンタン‐3'，5”‐[4，

７]メタノ[2]ベンソフラン‐1，1”，2'，3，3”(4Ｈ，4”Ｈ)‐ベンタオン重付加

物 

10-4110 

29438 4‐アミノ‐Ｎ‐(4‐アミノフェニル)ベンズアミド・オクタヒドロ‐3Ｈ，3"Ｈ‐ジ

スピロ[[4，7]メタノ[2]ベンゾフラン‐5，1’‐シクロペンタン‐3'，5"‐[4，７]

メタノ[2]ベンソフラン]‐1，1"，2'，3，3"(4Ｈ，4"Ｈ)‐ベンタオン・4，4'‐[1，

1ビフェニル]‐4，4'‐ジイルビス(オキシ)}ジアニリン重付加物 

10-4111 

29439 4‐アミノ‐Ｎ‐(4‐アミノフェニル)ベンズアミド・オクタヒドロ‐3Ｈ，3”Ｈ‐

ジスピロ[[4，７]メタノ[2]ベンソフラン‐5，1'‐シクロペンタン‐3'，5”‐[4，

７]メタノ[2]ベンゾフラン]‐1，1”，2'，3，3”(4Ｈ，4”Ｈ)‐ベンタオン・4，

4'‐{[1，1'‐ビフェニル]‐4，4'‐ジイルビス(オキシ)}ジアニリン・ベンゼン‐1，

4‐ジアミン重付加物 

10-4112 

29440 Ｎ1‐(4‐アミノフェニル)ベンゼン‐1，4‐ジアミン・Ｎ，Ｎ’‐ビス[2‐(4‐アミ

ノフェニル)エチル]尿素・[5，5'‐ビ‐2‐ベンゾフラン]‐1，1'，3，3'‐テトラ

オン・tert‐ブチル＝[2‐(4‐アミノフェニル)エチル]{[2‐(4‐アミノフェニル)

エチル]カルバモイル}カルバマ‐ト重付加物 

10-4113 

29441 アルカンチオール(Ｃ=12、分枝型)及びオクタン‐1‐チオールを連鎖移動剤とする，

エテニルベンゼン・オキシラニルメチル＝2‐メチルプロパ‐2‐エノアート共重合

9-3903 
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物 

29442 α‐(アルキル(Ｃ=18，20，22、直鎖型))‐ω‐[(2‐メチルプロパ‐2‐エノイル)

オキシ]ポリ(オキシエタン‐1，2‐ジイル)・プロパ‐2‐エン酸・メチル＝プロパ

‐2‐エノアート・2‐メチルプロパ‐2‐エン酸共重合物 

9-3904 

29443 3‐[4‐(アルキル(Ｃ＝10～13、分枝型))ベンゾイル]‐5，7‐ジメトキシ‐2Ｈ‐1‐

ベンゾピラン‐2‐オン 

8-(4)-2179 

29444 アンモニウム＝α‐{1‐(プロパ‐2‐エン‐1‐イル)オキシ]テトラデカン‐2‐イ

ル}‐ω‐(スルホナトオキシ)ポリ(オキシエタン‐1，2‐ジイル)・アンモニウム＝

α‐{1‐[(プロパ‐2‐エン‐1‐イル)オキシ]ドデカン‐2‐イル}‐ω‐(スルホ

ナトオキシ)ポリ(オキシエタン‐1，2‐ジイル)・2‐エチルヘキシル＝プロパ‐2‐

エノアート・3‐(トリメトキシシリル)プロピル＝2‐メチルプロパ‐2‐エノアー

ト・Ｎ‐(ヒドロキシメチル)プロパ‐2‐エンアミド・メチル＝2‐メチルプロパ

‐2‐エノアート共重合物 

9-3905 

29445 イソシアナト[(イソシアナトフェニル)メチル]ベンゼン・2‐ヒドロキシプロピル＝

2‐メチルプロパ‐2‐エノアート・α‐ヒドロ‐ω‐ヒドロキシポリ[オキシ(メチ

ルエタン‐1，2‐ジイル)]重付加物 

10-4114 

29446 5‐イソシアナト‐1‐(イソシアナトメチル)‐1，3，3‐トリメチルシクロヘキサ

ン・2‐イソシアナトエチル＝2‐メチルプロパ‐2‐エノアート・α‐{[3‐(2‐ヒ

ドロキシエトキシ)プロピル]ジ(メチル)シリル}‐ω‐[3‐(2‐ヒドロキシエトキ

シ)プロピル]ポリ[オキシ(ジメチルシランジイル)]重付加物 

10-4115 

29447 5‐イソシアナト‐1‐(イソシアナトメチル)‐1，3，3‐トリメチルシクロヘキサ

ン・(1，3‐ジオキソラン‐2‐オン・ブタン‐1，4‐ジオール・ヘキサン‐1，6‐

ジオール・ベンタン‐1，5‐ジオール重縮合物)・2‐ヒドロキシエチル＝プロパ‐2‐

エノアート重付加物 

10-4116 

29448 2‐イソシアナトエチル＝プロパ‐2‐エノアートと(エチル＝プロパ‐2‐エノアー

ト・2‐ヒドロキシエチル＝プロパ‐2‐エノアート共重合物)の付加反応生成物 

9-3906 

29449 [エタン‐1，2‐ジアミンと(2，2'‐ジアゼンジイルビス(2‐メチルプロパンニトリ

ル)を開始剤とする，オキシラニルメチル＝2‐メチルプロパ‐2‐エノアート・2‐

(ヒドロキシメチル)‐2‐{[(2‐メチルプロパ‐2‐エノイル)オキシ]メチル}プロ

パン‐1，3‐ジイル＝ビス(2‐メチルプロパ‐2‐エノアート)・2，2‐ビス{[(2‐

メチルプロパ‐2‐エノイル)オキシ]メチル}プロパン‐1，3‐ジイル＝ビス(2‐メ

チルプロパ‐2‐エノアート)共重合物)と水の付加反応生成物]と硫酸の塩 

9-3907 

29450 (エタン‐1，2‐ジアミンと2‐メチルプロパナールの脱水縮合反応生成物)の水素化

反応生成物のＮ1‐(2‐メチルプロピル)エタン‐1，2‐ジアミン精留後の高沸点留分 

12-1210 

29451 4，4'‐[エタン‐1，2‐ジイルビス(オキシ)]ジアニリン・3ａ，6ａ‐ジメチルテト

ラヒドロシクロブタ[1，2‐ｃ：3，4‐ｃ']ジフラン‐1，3，4，6‐テトラオン・tert‐

ブチル＝[(2，5‐ジアミノフェニル)メチル]カルバマート・4，4'‐[プロパン‐1，

3‐ジイルビス(オキシ)]ジアニリン・ベンゼン‐1，4‐ジアミン重付加物 

10-4117 

29452 1，1'‐(エタン‐1，2‐ジイル)ビス(4‐クロロベンゼン) 7-(4)-1422 

29453 エタン‐1，2‐ジイル＝ビス(2‐メチルプロパ‐2‐エノアート)・α‐[ブチルジ(メ

チル)シリル]‐ω‐{3‐[(2‐メチルプロパ‐2‐エノイル)オキシ]プロピル}ポリ

[オキシ(ジメチルシランジイル)]共重合物 

9-3908 

29454 [3‐エチニルベンズアルデヒドとナフタレン‐1‐カルボアルデヒドとピレン‐1‐

カルボアルデヒドと 2，2'，2”‐(ベンゼン‐1，3，5‐トリイル)トリ‐9Ｈ‐フル

オレンの縮合反応生成物](主成分)とその重合物の混合物 

9－3909 
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29455 [3‐エチニルベンズアルデヒドと 2，2'，2”‐(ベンゼン‐1，3，5‐トリイル)トリ

‐9Ｈ‐フルオレンの縮合反応生成物](主成分)とその重合物の混合物 

9-3910 

29456 (3‐エチルオキセタン‐3‐イル)メチル＝2‐メチルプロパ‐2‐エノア‐ト・1‐シ

クロヘキシル‐1Ｈ‐ピロール‐2，5‐ジオン・プロパ‐2‐エン酸共重合物 

9-3911 

29457 エチル＝2‐シアノプロパノアート 2-(6)-2150 

29458 ([2‐エチル‐2‐(ヒドロキシメチル)プロパン‐1，3‐ジオール・(9Ｚ)‐オクタデ

カ‐9‐エン酸・ヘキサン二酸・2‐ベンゾフラン‐1，3‐ジオン重縮合物]・1，6‐

ジイソシアナトヘキサン・2，2‐ビス(ブロモメチル)プロパン‐1，3‐ジオール・

α‐ヒドロ‐ω‐メトキシポリ(オキシエタン‐1，2‐ジイル)・α，α’‐[プロパ

ン‐2，2‐ジイルジ(4，1‐フェニレン)]ビス{ω‐ヒドロキシポリ[オキシ(メチル

エタン‐1，2‐ジイル)]}重付加物)・水重縮合物 

10-4118 

29459 2‐エチル‐2‐(ヒドロキシメチル)プロパン‐1，3‐ジオール・2，2‐ジメチルプ

ロパン‐1，3‐ジオール・2，2，4，4‐テトラメチルシクロブタン‐1，3‐ジオー

ル・ヘキサン二酸重縮合物 

10-4119 

29460 2‐エチル‐2‐(ヒドロキシメチル)プロパン‐1，3‐ジオールと(12‐ヒドロキシオ

クタデカン酸重縮合物)のエステル化反応生成物 

10-4120 

29461 [2‐(4‐エチルフェノキシ)ピリジン‐3‐イル]ボロン酸 8-(1)-4508 

29462 2‐(4‐エチルフェノキシ)‐4'‐メトキシ‐3，3'‐ビピリジン 8-(1)-4509 

29463 エチル={(1ｒ，4ｒ)‐4‐[(tert‐ブトキシカルボニル)アミノ]‐1‐ヒドロキシシ

クロヘキシル}アセタート 

3-(4)-833 

29464 エチル＝{(1ｓ，4ｓ)‐4‐[(tert‐ブトキシカルボニル)アミノ]‐1‐ヒドロキシシ

クロヘキシル}アセタート 

3-(4)-834 

29465 α‐(2‐エチルヘキシル)‐ω‐[({2‐[(2‐メチルプロパ‐2‐エノイル)オキシ]

エチル}カルバモイル)オキシ]ポリ[オキシ(1‐オキソヘキサン‐1，6‐ジイル)]・

4‐{2‐[(2‐メチルプロパ‐2‐エノイル)オキシ]エトキシ}‐4‐オキソブタン酸

共重合物 

9-3912 

29466 {α‐(2‐エチルヘキシル)‐ω‐[({2‐[(2‐メチルプロパ‐2‐エノイル)オキシ]

エチル}カルバモイル)オキシ]ポリ[オキシ(1‐オキソヘキサン‐1，6‐ジイル)]・

4‐{2‐[(2‐メチルプロパ‐2‐エノイル)オキシ]エトキシ}‐4‐オキソブタン酸

共重合物と 4‐(オキシラニルメトキシ)ブチル＝プロパ‐2‐エノアートのエステル

化反応生成物}と[4‐(オキシラニルメトキシ)ブチル＝プロパ‐2‐エノアートと

Ｎ，Ｎ‐ジメチルドデカン‐1‐アミンの付加反応生成物]の塩 

9-3913 

29467 (2Ｅ)‐4‐エチルヘプタ‐2，6‐ジエン酸 2-(4)-1349 

29468 2‐エチルペンタ‐4‐エナール 2-(8)-911 

29469 エチル=4‐{[(Ｎ‐メチルアニリノ)メチリデン]アミノ}ベンゾアート 4-(7)-2700 

29470 2‐エチル‐2‐メチル‐1，3‐ジオキサン‐5‐イル＝プロパ‐2‐エノアート 8-(5)-539 

29471 2‐エチル‐2‐メチル‐1，3‐ジオキサン‐5‐オール 8-(5)-540 

29472 2‐エチル‐2‐{[(2‐メチルプロパ‐2‐エノイル)オキシ]メチル}プロパン‐1，

3‐ジイル＝ビス(2‐メチルプロパ‐2‐エノアート)・オキシジ(エタン‐2，1‐ジ

イル)＝ビス(2‐メチルプロパ‐2‐エノアート)共重合物 

9-3914 

29473 6‐エテニル‐2，2，6‐トリメチルオキサン‐3‐イル＝アセタート 8-(4)-2180 

29474 [(エチニルベンゼン・エテニルベンゼンスルホン酸共重合物)と(1‐tert‐ブチル‐

4‐エテニルベンゼン重合物)と(2‐メチルブタ‐1，3‐ジエン重合物)のブロック重

合物]の水素化反応生成物 

9-3915 

29475 エテニルベンゼン重合物の乾留による炭素製造時の排ガス冷却物 12-1211 
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29476 エテニルベンゼン・2‐フェノキシエチル＝プロパ‐2‐エノアート・ブチル＝プロ

パ‐2‐エノアート・プロパ‐2‐エン‐1‐イル＝2‐メチルプロパ‐2‐エノアー

ト・プロパ‐2‐エンニトリル・メチル＝2‐メチルプロパ‐2‐エノアート共重合物 

9-3916 

29477 エテニルベンゼン・(2Ｚ)‐ブタ‐2‐エンニ酸・(2Ｚ)‐4‐(2‐メチルプロポキシ)

‐4‐オキソブタ‐2‐エン酸共重合物のアンモニウム及びナトリウム塩 

9-3917 

29478 α‐(2‐エトキシ‐1，1‐ジフルオロ‐2‐オキソエチル)‐ω‐(2‐エトキシ‐1，

1‐ジフルオロ‐2‐オキソエトキシ)ポリ[オキシ(ジフルオロメチレン)／オキシ

(テトラフルオロエタン‐1，2‐ジイル)] 

10-4121 

29479 (4Ｚ，8Ｅ)‐13‐オキサビシクロ[10．1．0]トリデカ‐4，8‐ジエンと(4Ｅ，8

Ｅ)‐13‐オキサビシクロ[10.1.0]トリデカ‐4，8‐ジエンの混合物 

8-(4)-2181 

29480 5，5'‐オキシビス(2‐ベンソフラン‐1，3‐ジオン)・1，1’‐[(1ｒ，4ｒ)‐シク

ロヘキサン‐1，4‐ジイル]ジメタンアミン・[5，5'‐ビ‐2‐ベンソフラン]‐1，

1'，3，3'‐テトラオン・ヘキサン‐1，6‐ジアミン重付加物 

10-4122 

29481 オキシラニルメチル＝2‐メチルプロパ‐2‐エノアート・ブチル＝プロパ‐2‐エノ

アート・ブチル＝2‐メチルプロパ‐2‐エノアート・プロパ‐2‐エンニトリル共重

合物 

9-3918 

29482 5‐(オキシラニルメトキシ)‐3，4‐ジヒドロキノリン‐2(1Ｈ)‐オン 8-(1)-4510 

29483 2‐オキソ‐2‐[(5‐オキソ‐4‐オキサトリシクロ[4．3．1．13,8]ウンデカン‐2‐

イル)オキシ]エチル＝2‐メチルプロパ‐2‐エノアート・3‐ヒドロキシアダマンタ

ン‐1‐イル＝2‐メチルプロパ‐2‐エノアート・2‐(プロパン‐2‐イル)アダマン

タン‐2‐イル＝2‐メチルプロパ‐2‐エノアート・1‐(プロパン‐2‐イル)シクロ

ペンチル＝2‐メチルプロパ‐2‐エノアート共重合物 

9-3919 

29484 オクタデカン‐1‐アミンとオクタン‐1‐アミンとシクロヘキサンアミンと 1，1'‐

メチレンビス(4‐イソシアナトベンゼン)の付加反応生成物 

7-(41-1423 

29485 オクタデカン‐1‐アミンとシクロヘキサンアミンとＮ‐シクロヘキシルシクロヘ

キサンアミンと 1，1'‐メチレンビス(4‐イソシアナトベンゼン)の付加反応生成物 

7-(4)-1424 

29486 {Ｎ‐[4‐({4‐[(オクタデシルカルバモイル)アミノ]フェニル}メチル)フェニル]

‐Ｎ’‐オクチル尿素とＮ，Ｎ”‐[メチレンジ(4，1‐フェニレン)]ビス(Ｎ'‐オ

クタデシル尿素)とＮ，Ｎ”‐[メチレンジ(4，1‐フェニレン)]ビス(Ｎ '‐オクチ

ル尿素)}を主成分とする，オクタデカン‐1‐アミンとオクタン‐1‐アミンとヘキ

サデカン‐1‐アミンと 1，1'‐メチレンビス(4‐イソシアナトベンゼン)の反応生成

物 

7-(4)-1425 

29487 1，1'‐(オクタヒドロ‐1Ｈ‐4，7‐メタノインデン‐2，5‐ジイル)ジメタノール・

(不飽和脂肪酸(Ｃ＝18)の二量体として得られる環式タイマー酸(Ｃ=36 を主成分と

する｡)の水素化反応生成物)・プロパ‐2‐エン酸・2‐メチルプロパ‐2‐エン酸重

縮合物 

10-4123 

29488 1，1'‐(オクタヒドロ‐1Ｈ‐4，7‐メタノインデン‐2，5‐ジイル)ジメタノール・

プロパ‐2‐エン酸・ベンゼン‐1，3‐ジカルボン酸・2‐メチルプロパ‐2‐エン酸

重縮合物 

10-4124 

29489 1，1，2，2，3，3，4，4‐オクタフルオロ‐1，4‐ビス[(トリフルオロエテニル)オ

キシ]ブタンを主成分とする，2，2’‐[(オクタフルオロブタン‐1，4‐ジイル)ビ

ス(オキシ)]ビス(2，3，3，3‐テトラフルオロプロパノイル)＝ジフルオリドと 2，2，

3，3，4，4‐ヘキサフルオロ‐4‐({1，1，1，2，3，3‐ヘキサフルオロ‐3‐[(1，

1，1，2，3‐ペンタフルオロ‐3‐オキソプロパン‐2‐イル)オキシ]プロパン‐2‐

イル}オキシ)ブタノイル＝フルオリドの脱カルボニル＝ジフルオリド反応生成物 

2-(12)-330 
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29490 2，2'‐[(オクタフルオロブタン‐1，4‐ジイル)ビス(オキシ)]ビス(2，3，3，3‐

テトラフルオロプロパノイル)＝ジフルオリド(主成分)と 2，2，3，3，4，4‐ヘキサ

フルオロ‐4‐(け，1，1，2，3，3‐ヘキサフルオロ‐3‐[(1，1，1，2，3‐ベンタ

フルオロ‐3‐オキソプロパン‐2‐イル)オキシ]プロパン‐2‐イル}オキシ)ブタ

ノイル＝フルオリドの混合物 

2-(6)-2151 

29491 3‐カルバモイル‐1‐{5‐Ｏ‐[ヒドロキシ(オキシド)ホスホリル]‐β‐Ｄ‐リボ

フラノシル}ピリジン‐1‐イウム 

8-(1)-4511 

29492 1‐[2‐クロロ‐4‐(4‐クロロフェノキシ)フェニル]エタン‐1‐オン 4-(10)-1505 

29493 15‐クロロ‐Ｎ10「4」‐[3‐(ジエチルアミノ)プロピル]‐Ｎ７「5」‐(4‐{[3‐(ジエチ

ルアミノ)プロピル]カルバモイル}フェニル)‐42‐ヒドロキシ‐12‐メトキシ‐3，

8‐ジオキソ‐2，5，6，9‐テトラアザ‐4(3，1)‐ナフタレナ‐1，10(1)，7(1，3)‐

トリベンゼナデカファン‐5‐エン‐75‐104‐ジカルボキシアミドを主成分とする，

[5‐アミノ‐Ｎ1，Ｎ3‐ビス(4‐{[3‐(ジエチルアミノ)プロピル]カルバモイル}フ

ェニル)ベンゼン‐1，3‐ジカルボキシアミドのジアソ化反応生成物]とＮ‐(5‐ク

ロロ‐2‐メトキシフェニル)‐3‐ヒドロキシナフタレン‐2‐カルボキシアミドの

反応生成物 

5-1565 

29494 2‐クロロ‐4，6‐ジフェニル‐1，3，5‐トリアジン 8-(3)-1552 

29495 [(5Ｒ)‐1‐クロロ‐4，4‐ジフルオロ‐5‐ヒドロキシ‐2，3，4，5‐テトラヒド

ロ‐1Ｈ‐1‐ベンソアゼピン‐5‐イル]メチル＝Ｎ‐(4‐メチルベンゼン‐1‐ス

ルホニル)‐Ｄ‐フェニルアラニナート 

8-(1)-4512 

29496 3‐クロロ‐1，1，1，2‐テトラフルオロプロパン 2-(13)-322 

29497 (3Ｚ)‐3‐[(4‐クロロフェニル)メチリデン]‐2‐ベンソフラン‐1(3Ｈ)‐オン 8-(4)-2182 

29498 Ｎ‐{3‐[(1Ｅ)‐5‐クロロペンタ‐1‐エン‐1‐イル]フェニル}ベンゼンスルホ

ンアミド 

4-(8)-348 

29499 1‐クロロ‐1，1，2，2，3‐ベンタフルオロプロパン 2-(13)-323 

29500 1‐クロロ‐1，2，2，3，3‐ベンタフルオロプロパン 2-(13)-324 

29501 [(クロロメチル)オキシラン・4，4'‐(プロパン‐2，2‐ジイル)ジフェノール重縮

合物]・4，4'‐メチレンジ(シクロヘキサン‐1‐アミン)重付加物と 4，4'‐メチレ

ンジ(シクロヘキサン‐1‐アミン)の混合物 

10-4125 

29502 2，2'‐ジアゼンジイルビス(2‐メチルブタンニトリル)及び 2，2'‐ジアゼンジイル

ビス(2‐メチルプロパンニトリル)を開始剤とする，2‐エチルヘキシル＝プロパ‐2

‐エノアート・2‐エチルヘキシル＝2‐メチルプロパ‐2‐エノアート・エチニルベ

ンゼン・2‐(ジエチルアミノ)エチル＝2‐メチルプロパ‐2‐エノアート・1，7，7‐

トリメチルビシクロ[2．2．1]ヘプタン‐2‐イル＝2‐メチルプロパ‐2‐エノアー

ト・2‐ヒドロキシエチル＝2‐メチルプロパ‐2‐エノアート・2‐(2‐ヒドロキシ

エトキシ)エチル＝2‐メチルプロパ‐2‐エノアート・1‐ヒドロキシプロパン‐2‐

イル＝2‐メチルプロパ‐2‐エノアート・2‐ヒドロキシプロピル＝2‐メチルプロ

パ‐2‐エノアート・2‐フェノキシエチル＝プロパ‐2‐エノアート・tert‐ブチル

＝2‐メチルプロパ‐2‐エノアート・プロパ‐2‐エン酸・2‐メチルプロパ‐2‐エ

ン酸・2‐メチルプロピル＝プロパ‐2‐エノアート・2‐メチルプロピル＝2‐メチ

ルプロパ‐2‐エノアート・メチル＝2‐メチルプロパ‐2‐エノアート共重合物 

9-3920 

29503 2，2'‐ジアゼンジイルビス(2‐メチルプロパンニトリル)を開始剤とする，1‐シク

ロヘキシル‐1Ｈ‐ピロール‐2，5‐ジオン・2‐ヒドロキシエチル＝2‐メチルプロ

パ‐2‐エノアート・4‐ヒドロキシフェニル＝2‐メチルプロパ‐2‐エノアート・2

‐メチルプロパ‐2‐エン酸・メチル＝2‐メチルプロパ‐2‐エノアート共重合物 

9-3921 
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29504 1‐{[(1‐シアノ‐2‐エトキシ‐2‐オキソエチリデン)アミノ]オキシ}‐Ｎ，Ｎ‐

ジメチル‐1‐(モルホリン‐4‐イル)メタンイミニウム＝ヘキサフルオロ‐λ5‐ホ

スフアヌイド 

8-(7)-2035 

29505 ジエチル＝2，6‐ジメチル‐1，4‐ジヒドロピリジン‐3，5‐ジカルボキシラート 8-(1)-4513 

29506 シクロヘキサンアミンと 4‐メチルアニリンと 1，1'‐メチレンビス(4‐イソシアナ

トベンゼン)の付加反応生成物 

7-(4)-1426 

29507 52，63‐ジクロロ‐23，93‐ジメチル‐25,95‐ジオキソ‐24，25，94，95‐テトラヒド

ロ‐3，4，7，8‐テトラアザ‐2(1，4)，9(4，1)‐ジピラゾラ‐1，10(1)，5，6(1，

4)‐テトラベンゼナデカファン‐3，7‐ジエン‐14‐スルホン酸を主成分とする，[3，

3'‐ジクロロ[1，1'‐ビフェニル]‐4，4'‐ビス(アミニウム)＝ジクロリドのジア

ソ化反応生成物]と 4‐(3‐メチル‐5‐オキソ‐4，5‐ジヒドロ‐1Ｈ‐ピラソール

‐1‐イル)ベンゼン‐1‐スルホン酸と 5‐メチル‐2‐フェニル‐2，4‐ジヒドロ

‐3Ｈ‐ピラゾール‐3‐オンの反応生成物 

8-(2)-2901 

29508 1，3‐ジクロロ‐1，1，2，2‐テトラフルオロプロパン 2-(13)-325 

29509 3，3‐ジクロロ‐1，1，1，2‐テトラフルオロプロパン 2-(13)-326 

29510 1，1‐ジクロロ‐3，3，3‐トリフルオロプロパ‐1‐エン 2-(13)-327 

29511 3，3'‐ジスルファンジイルジプロパン酸・2，2’‐[ナフタレン‐1，6‐ジイルビ

ス(オキシメチレン)]ビス(オキシラン)・1，3‐ビス(オキシラニルメチル)‐5‐(プ

ロパ‐2‐エン‐1‐イル)‐1，3，5‐トリアジナン‐2，4，6‐トリオン重付加物 

10-4126 

29512 5‐[(2，4‐ジヒドロキシキノリン‐3‐イル)ジアゼニル]‐1，3‐ジヒドロ‐2Ｈ

‐1，3‐ベンソイミダソール‐2‐オン 

8-(1)-4514 

29513 11‐(4，6‐ジフェニル‐1，3，5‐トリアジン‐2‐イル)‐12‐([11,21：23,31‐テ

ルフェニル]‐13‐イル)‐11，12‐ジヒドロインドロ[2，3‐ａ]カルバゾール 

8-(3)-1553 

29514 {[(1Ｍ)‐2'‐[ジフェニルホスファニルパ 1，1'‐ビナフタレン]‐2‐イル]ジ(フェ

ニル)‐λ5‐ホスフアノンと P，P'‐[(1Ｍ]‐[1，1'‐ビナフタレン]‐2，2’‐ジ

イル]ビス(ジフェニルホスファン)}を主成分とする，ジフェニル‐λ5‐ホスファノ

ンと(1Ｍ)‐[1，1'‐ビナフタレン]‐2，2’‐ジイル＝ビス(トリフルオロメタンス

ルホナート)の反応生成物 

12-1212 

29515 {[(1Ｐ)‐2'‐[ジフェニルホスフアニルバ 1，1'‐ビナフタレン]‐2‐イル]ジ(フェ

ニル)‐λ5‐ホスファノンとＰ，Ｐ'‐[(1Ｐ]‐[1，1'‐ビナフタレン]‐2，2'ジイ

ル]ビス(ジフェニルホスファン)}を主成分とする，ジフェニル‐λ5‐ホスフアノン

と(1Ｐ)‐[1，1‐ビナフタレン]‐2，2'‐ジイル＝ビス(トリフルオロメタンスルホ

ナート)の反応生成物 

12-1213 

29516 ジフルオロ[1，1，2，2‐テトラフルオロ‐2‐(フルオロスルホニル)エトキシ]アセ

チル＝フルオリド 

2-(6)-2152 

29517 ジベンジル＝(3Ｓ，６Ｓ，14Ｓ，17Ｓ)‐９‐ホルミル‐10‐ヒドロキシ‐6，14‐

ジメチル‐9，11‐ビス(2‐メチルプロピル)‐4，7，13，16‐テトラオキソ‐3，17‐

ジ(プロパン‐2‐イル)‐2，5，8，12，15，18‐ヘキサアザノナデカンジオアート

とベンジル＝[(2Ｓ)‐3‐メチル‐1‐({(2Ｓ)‐1‐[(4‐メチル‐1‐オキソベンタ

ン‐2‐イル)アミノ]‐1‐オキソプロパン‐2‐イル}アミノ)‐1‐オキソブタン‐

2‐イル]カルバマートの混合物 

4-(6)-475 

29518 Ｎ‐[4‐(ジベンソ[ｂ，ｄ]フラン‐4‐イル)フェニル]‐4‐(ナフタレン‐1‐イ

ル)アニリン 

8-(4)-2183 

29519 ジメチル＝[(1Ｒ，4Ｒ)‐4‐(アセチルオキシ)シクロペンタ‐2‐エン‐1‐イ

ル](フルオロ)プロパンジオアート 

3-(3)-222 
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29520 2‐(ジメチルアミノ)‐2‐オキソエチル＝(4‐ヒドロキシフェニル)アセタート 4-(7)-2701 

29521 ジメチル=2，2'‐ジアゼンジイルビス(2‐メチルプロパノアート)を開始剤とし，2，

2‐ビス{[(3‐スルファニルプロパノイル)オキシ]メチル}プロパン‐1，3‐ジイル

＝ビス(3‐スルファニルプロパノアート)を連鎖移動剤とする，ビシクロ[2．2．1]

ヘプタ‐2‐エン・フラン‐2，5‐ジオン共重合物(開環重合物を含まないものに限

る｡) 

9-3922 

29522 (ジメチル=2，2'‐ジアゼンジイルビス(2‐メチルプロパノアート)を開始剤とし，2，

2‐ビス{[(3‐スルファニルプロパノイル)オキシ]メチル}プロパン‐1，3‐ジイル

＝ビス(3‐スルファニルプロパノアート)を連鎖移動剤とする，ビシクロ[2．2．1]

ヘプタ‐2‐エン・フラン‐2，5‐ジオン共重合物)と4‐ヒドロキシブチル＝プロパ

‐2‐エノアートと 2‐(ヒドロキシメチル)‐2‐{[(プロパ‐2‐エノイル)オキシ]

メチル}プロパン‐1，3‐ジイル＝ジ(プロパ‐2‐エノアート)のエステル化反応生

成物(開環重合物を含まないものに限る｡) 

9-3923 

29523 ジメチル=2，2'‐ジアゼンジイルビス(2‐メチルプロパノアート)を開始剤とする，

2‐(3.5‐ジメチル‐1Ｈ‐ピラゾール‐1‐カルボキシアミド)エチル＝2‐メチル

プロパ‐2‐エノアート・2‐ヒドロキシエチル＝2‐メチルプロパ‐2‐エノアー

ト・[1，1'‐ビフェニル]‐4‐イル＝2‐メチルプロパ‐2‐エノアート・メチル＝2‐

メチルプロパ‐2‐エノアート共重合物 

9-3924 

29524 α‐(ジメチルシリル)‐ω‐ヒドロポリ[オキシ(ジメチルシランジイル)]と 2，2‐

ビス{[(プロパ‐2‐エノイル)オキシ]メチル}プロパン‐卜 3‐ジイル＝ジ(プロパ

‐2‐エノアート)の付加反応生成物 

10-4127 

29525 [(1Ｒ，2Ｓ)‐2‐{[(2，4‐ジメチルピリミジン‐5‐イル)オキシ]メチル}‐2‐(3‐

フルオロフェニル)シクロプロピル]メチル＝アセタート 

8-(2)-2902 

29526 2，6‐ジメチルフェノール・2，3，6‐トリメチルフェノール・4，4’，4”‐(ブタ

ン‐1，1，3‐トリイル)トリス(2‐tert‐ブチル‐5‐メチルフェノール)重縮合物 

10-4128 

29527 2，6‐ジメチルフェノール・2，3，6‐トリメチルフェノール・4，4’，4”‐(ブタ

ン‐1，1，3‐トリイル)トリス(2‐tert‐ブチル‐5‐メチルフェノール)重縮合物

と2‐メチルプロパ‐2‐エノイル＝クロリドのエステル化反応生成物 

10-4129 

29528 ジメチル＝[(1Ｓ)‐1‐{2‐[4‐(ただ‐ブトキシカルボニル)ピベリジン‐1‐イ

ル]‐4‐(トリフルオロメチル)フェニル}‐2‐(ヒドロキシイミノ)エチル]プロパ

ンジオアート 

8-(1)-4515 

29529 ジメチル＝フルオロ[(1Ｓ，2Ｒ，4Ｒ，5Ｒ)‐4‐ヒドロキシ‐６‐オキサビシクロ

[3.1.0]ヘキサン‐2‐イル]プロパンジオアート 

8-(4)-2184 

29530 ジメチル＝フルオロ[(1Ｒ，4Ｒ)‐4‐ヒドロキシシクロペンタ‐2‐エン‐1‐イル]

プロパンジオアート 

3-(3)-223 

29531 Ｎ，Ｎ‐ジメチルプロパ‐2‐エンアミド・2‐[({[(ブタン‐2‐イリデン)アミノ]

オキシ}カルボニル)アミノ]エチル＝2‐メチルプロパ‐2‐エノアート・α‐[ブチ

ルジ(メチル)シリル]‐ω‐{3‐[(2‐メチルプロパ‐2‐エノイル)オキシ]プロピ

ル}ポリ[オキシ(ジメチルシランジイル)]共重合物 

9-3925 

29532 Ｎ，Ｎ‐ジメチルホスホロアミド酸＝ジクロリド 2-(3)-593 

29533 (α‐{3‐[ジメトキシ(メチル)シリル]プロピル}‐ω‐ヒドロキシポリ[オキシ(メ

チルエタン‐1，2‐ジイル)]と 2，2‐ビス(ヒドロキシメチル)プロパン‐1，3‐ジ

オールの 4：1 エーテル)を主成分とする，(3‐クロロプロパ‐1‐エンと{2，2‐ビ

ス(ヒドロキシメチル)プロパン‐1，3‐ジオールと α‐ヒトロ‐ω‐ヒドロキシポ

リ[オキシ(メチルエタン‐1，2‐ジイル)]の 1：4エーテル}の反応生成物)とジメト

10-4130 
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キシ(メチル)シランの反応生成物 

29534 スブチリシンを主成分とする、Bacillus licheniformis(遺伝子組換え)抽出物のプ

ロパン‐1，2‐ジオール及び水溶液 

11-(2)-270 

29535 3‐スルファニルプロパン‐1，2‐ジオール・1H，3Ｈ‐ベンゾ[1，2‐ｃ：4，5‐ｃ

']ジフラン‐1，3，5，7‐テトラオン重付加物を連鎖移動剤とする，(3‐エチルオ

キセタン‐3‐イル)メチル＝2‐メチルプロパ‐2‐エノアート・エチル＝2‐メチル

プロパ‐2‐エノアート・シクロヘキシル＝2‐メチルプロパ‐2‐エノアート・4‐

μが‐ブチルシクロヘキシル＝プロパ‐2‐エノアート・tert‐ブチル＝プロパ‐2

‐エノアート・tert‐フチル＝2‐メチルプロパ‐2‐エノアート・2‐メチルプロパ

‐2‐エン酸共重合物 

9-3926 

29536 2，2’‐スルファンジイルニ酢酸・1‐メチル‐3，5‐ビス(才キシラニルメチル)‐1，

3，5‐トリアジナン‐2，4，6‐トリオン重付加物 

10-4131 

29537 セマグルチド(遺伝子組換え) 11-(4)-976 

29538 (セルロースのウロン酸化反応生成物)のアセチル化及びブタノイル化反応生成物 11-(4)-977 

29539 テトラオキシドモリブデン酸二銀(Ⅰ) 1-(3)-481 

29540 テトラデカン酸無水物 2-(6)-2153 

29541 テトラフルオロエデン・2，2'‐[{1，1，2，3，3‐ベンタフルオロ‐3‐[(トリフル

オロエテニル)オキシ]プロパン‐1，2‐ジイル}ビス(オキシ)]ビス(1，1，2，2‐テ

トラフルオロエタン‐1‐スルホニル)＝ジフルオリド共重合物 

9-3927 

29542 テトラフルオロエテン・2，2’‐[{1，1，2，3，3‐ベンタフルオロ‐3‐[(トリフ

ルオロエテニル)オキシ]プロパン‐1，2‐ジイル}ビス(オキシ)]ビス(1，1，2，2‐

テトラフルオロエタン‐1‐スルホン酸)共重合物 

9-3928 

29543 デンプンと 1，3，5‐トリアジン‐2，4，6‐トリアミンとヘキサンニ酸の乾留によ

る炭素製造時の排ガス冷却物 

12-1214 

29544 (4Ｚ，8Ｅ)‐ドデカ‐4，8，11‐トリエナールと(4Ｅ，8Ｚ)‐ドデカ‐4，8，11‐

トリエナールの混合物 

2-(8)-912 

29545 {1‐[3‐(トリエトキシシリル)プロピル]‐1Ｈ‐テトラソール‐5‐アミンと 2‐[3

‐(トリエトキシシリル)プロピル]‐2Ｈ‐テトラゾール‐5‐アミン}を主成分とす

る，(3‐クロロプロピル)トリ(エトキシ)シランと 1Ｈ‐テトラソール‐5‐アミンの

反応生成物 

8-(3)-1554 

29546 トリス[4，4，4‐トリフルオロ‐1‐(ナフタレン‐2‐イル)‐1，3‐ジ(オキソ‐κ

Ｏ)ブタン‐2‐イド]ユウロピウム 

1-(1)-817 

29547 3，4，4‐トリフルオロ‐3‐(トリフルオロメチル)‐1，2λ6‐オキサチエタン‐2，

2‐ジオン 

8-(8)-59 

29548 4，4，4‐トリフルオロ‐1‐(ナフタレン‐2‐イル)ブタン‐1，3‐ジオン 5-1566 

29549 3‐(トリフルオロメチル)シクロヘキシル＝4‐メチルベンゼン‐1‐スルホナート 4-(8)-349 

29550 トリメチルスルファニウム＝ヨージド 2-(2)-326 

29551 Ｎ，Ｎ，Ｎ‐トリメチル‐1‐フェニルメタンアミニウム＝2‐({6‐[(アダマンタン

‐1‐カルボニル)オキシ]‐2‐オキソヘキサヒドロ‐2Ｈ‐3，5‐メタノシクロペン

タ[ｂ]フラン‐7‐カルボニル}オキシ)‐1，1‐ジフルオロエタン‐1‐スルホナー

ト 

8-(4)-2185 

29552 ナトリウム=(4‐[2‐(3‐エチル‐4‐メチル‐2‐オキソ‐2，5‐ジヒドロ‐1Ｈ‐

ピロール‐1‐カルボキシアミド)エチル]ベンゼン‐1‐スルホニルル}{[(1ｒ，4

ｒ)‐4‐メチルシクロヘキシル]カルバモイル}アザニド 

8-(1)-4516 

29553 ナトリウム＝Ｎ'‐(3‐カルボキシプロパノイル)‐Ｌ‐アルギニナート 2-(4)-1350 
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29554 ナトリウム＝8‐(2‐ヒドロキシベンズアミド)オクタノアート 4-(4)-1458 

29555 ナトリウム＝2‐メチルプロパ‐2‐エン‐1‐スルホナート・ビス{Ｎ，Ｎ‐ジメチ

ル‐2‐[(2‐メチルプロパ‐2‐エノイル)オキシ]エタン‐1‐アミニウム}＝スル

フアート・プロパ‐2‐エンアミド・Ｎ‐ベンジル‐Ｎ，Ｎ‐ジメチル‐2‐[(プロ

パ‐2‐エノイル)オキシ]エタン‐1‐アミニウム＝クロリド・Ｎ‐ベンジル‐Ｎ，

Ｎ‐ジメチル‐2‐[(2‐メチルプロパ‐2‐エノイル)オキシ]エタン‐1‐アミニウ

ム＝クロリド・メチリデンブタンニ酸共重合物 

9-3929 

29556 (ナフタレン‐2，7‐ジオール・フェニルメタノール重縮合物(環置換反応生成物を

含むものに限る｡))・[1，1'‐ビフェニル]‐2‐オール・ベンゼン‐1，3‐ジカルボ

ニル＝ジクロリド重縮合物 

10-4132 

29557 (二亜硫酸ニナトリウムとペルオキシニ硫酸ジアンモニウムと水の反応生成物)を開

始剤とする，1‐エテニルピロリジン‐2‐オン・プロパ‐2‐エンアミド・プロパ‐

2‐エン酸・プロパ‐2‐エンニトリル・2‐メチルプロパ‐2‐エン酸共重合物のナ

トリウム塩 

9-3930 

29558 二亜硫酸ニナトリウムを連鎖移動剤とする，プロパ‐2‐エン酸・2‐メチル‐2‐(プ

ロパ‐2‐エンアミド)プロパン‐1‐スルホン酸共重合物のナトリウム塩 

9-3931 

29559 バリウム＝(ドデカ‐11‐エン‐1‐イル)ブタンジオアート 2-(4)-1351 

29560 (ヒアルロン酸のナトリウム塩)のＮ‐[2‐({[2‐(2，6‐ジクロロアニリノ)フェニ

ル]アセチル}オキシ)エチル]ウロンアミド化反応生成物 

11-(4)-978 

29561 1‐({2‐[ビス(2‐ヒドロキシプロピル)アミノ]エチル}(2‐ヒドロキシプロピル)

アミノ)プロパン‐2‐イル=(9Ｚ)‐12‐ヒドロキシオクタデカ‐9‐エノアートを

主成分とする，1，1'，1”，1'”‐(エタン‐1，2‐ジイルジニトリロ)テトラ(プロ

パン‐2‐オール)とヒマシ油脂肪酸の反応生成物 

11-(4)-979 

29562 {2，2‐ビス(ヒドロキシメチル)プロパン‐1，3‐ジオールとα‐ヒドロ‐ω‐[(プ

ロパ‐2‐エン‐１‐イル)オキシ]ポリ[オキシ(メチルエタン‐1，2‐ジイル)]の

1：4エーテル}を主成分とする，3‐クロロプロパ‐1‐エンと{2，2‐ビス(ヒドロキ

シメチル)プロパン‐1，3‐ジオールとα‐ヒドロ‐ω‐ヒドロキシポリ[オキシ(メ

チルエタン‐1，2‐ジイル)]の 1：4エーテル}の反応生成物 

10-4133 

29563 Ｎ2，Ｎ3‐ビス[(ブタン‐1‐スルホニル)オキシ]ブタン‐2，3‐ジイミン 2-(10)-299 

29564 {3，6‐ビス(4‐tert‐ブチルフェニル)‐2，5‐ジヒドロピロロ[3，4‐Ｃ]ピロー

ル‐1，4‐ジオンのモノ[(5‐アミノ‐1，3‐ジオキソ‐1，3‐ジヒドロ‐2Ｈ‐イ

ソインドール‐2‐イル)メチル]化反応生成物}を主成分とする，5‐アミノ‐1Ｈ‐

イソインドール‐1，3(2Ｈ)‐ジオンと 3，6‐ビス(4‐tert‐ブチルフェニル)‐2，

5‐ジヒドロピロロ[3，4‐Ｃ]ピロール‐1，4‐ジオンとホルムアルデヒドの反応生

成物 

8-(1)-4517 

29565 {3，6‐ビス(4‐tert‐ブチルフェニル)‐2，5‐ジヒドロピロロ[3，4‐Ｃ]ピロー

ル‐1，4‐ジオンのモノ[(5‐{[3‐メチル‐5‐オキソ‐1‐(3‐スルホフェニ

ル)‐4，5‐ジヒドロ‐1Ｈ‐ピラゾール‐4‐イル]ジアゼニル}‐1，3‐ジオキソ‐

1，3‐ジヒドロ‐2Ｈ‐イソインドール‐2‐イル)メチル]化反応生成物}を主成分と

する，{[5‐アミノ‐1Ｈ‐イソインドール‐1，3(2Ｈ)‐ジオンと 3，6‐ビス

(4‐tert‐ブチルフェニル)‐2，5‐ジヒドロピロロ[3，4‐Ｃ]ピロール‐1，4‐ジ

オンとホルムアルデヒドの反応生成物]のジアゾ化反応生成物}と 3‐(3‐メチル‐5

‐オキソ‐4，5‐ジヒドロ‐1Ｈ‐ピラソール‐1‐イル)ベンゼン‐1‐スルホン酸

の反応生成物 

8-(1)-4518 

29566 1，1‐ビス[(プロパ‐2‐エン‐1‐イル)オキシ]ブタン 2-(12)-331 
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29567 ビス[(2Ｓ)‐3‐メトキシ‐2‐メチル‐3‐オキソプロパン‐1‐アミニウム]＝ス

ルファート 

2-(2)-327 

29568 4‐ヒドロキシフェニル＝2‐メチルプロパ‐2‐エノアート重合物 9-3932 

29569 4‐(2‐ヒドロキシプロパン‐2‐イル)‐1‐メチルシクロヘキシル＝アセタート 3-(4)-835 

29570 2‐(4‐ヒドロキシ‐4‐メチルシクロヘキシル)プロパン‐2‐イル＝アセタート 3-(4)-836 

29571 4‐[(ピリジン‐2‐イル)オキシ]アニリン 8-(1)-4519 

29572 1，1'‐[1，4‐フェニレンビス(オキシ)]ジベンゼン 4-(14)-486 

29573 tert‐ブチル＝2‐エチルヘキサンペルオキソアートを開始剤とする，エテニルベン

ゼン・シクロヘキシル＝2‐メチルプロパ‐2‐エノアート・2‐ヒドロキシエチル＝

2‐メチルプロパ‐2‐エノアート・1‐ヒドロキシプロパン‐2‐イル＝2‐メチルプ

ロパ‐2‐エノアート・2‐ヒドロキシプロピル＝2‐メチルプロパ‐2‐エノアー

ト・ブチル＝プロパ‐2‐エノアート・ブチル＝2‐メチルプロパ‐2‐エノアート・

2‐メチルプロパ‐2‐エン酸・メチル＝2‐メチルプロパ‐2‐エノアート共重合物 

9-3933 

29574 tert‐ブチル＝2‐エチルヘキサンペルオキソアートを開始剤とする，エテニルベン

ゼン・(2Ｚ)‐ブタ‐2‐エン二酸共重合物のアンモニウム塩 

9-3934 

29575 tert‐ブチル=2，2‐ジメチルプロパンペルオキソアートを開始剤とする，3，3，4，

4，5，5，6，6，7，7，8，8，8‐トリデカフルオロオクチル＝2‐メチルプロパ‐2

‐エノアート・α‐メチル‐ω‐[(2‐メチルプロパ‐2‐エノイル)オキシ]ポリ(オ

キシエタン‐1，2‐ジイル)共重合物 

9-3935 

29576 ブチル=(2Ｓ)‐2‐[(トリフルオロメタンスルホニル)オキシ]ブタノアート 2-(6)-2154 

29577 tert‐ブチル＝1‐[2‐(1‐ヒドロキシ‐2‐ニトロエチル)‐5‐(トリフルオロメ

チル)フェニル]ピベリジン‐4‐カルボキシラート 

8-(1)-4520 

29578 ブチル=(2Ｓ)‐2‐ヒドロキシブタノアート 2-(6)-2155 

29579 tert‐ブチル=1‐{2‐[(3Ｓ，4Ｒ)‐4‐(ヒドロキシメチル)ピロリジン‐3‐イル]

‐5‐(トリフルオロメチル)フェニル}ピベリジン‐4‐カルボキシラート 

8-(1)-4521 

29580 tert‐ブチル=1‐{2‐[(3Ｓ，4Ｓ)‐4‐(ヒドロキシメチル)‐5‐メトキシ‐3，4‐

ジヒドロ‐2Ｈ‐ピロール‐3‐イル]‐5‐(トリフルオロメチル)フェニル}ピベリ

ジン‐4‐カルボキシラート 

8-(1)-4522 

29581 ブチル＝プロパ‐2‐エノアート・ブチル＝2‐メチルプロパ‐2‐エノアート・4‐

(プロパ‐1‐エン‐2‐イル)フェノール・プロパ‐2‐エンニトリル共重合物 

9-3936 

29582 tert‐ブチル＝(ベンゼンスルホニル){3‐[{1Ｅ)‐5‐ヨードペンタ‐1‐エン‐1

‐イル]フェニル}カルバマート 

4-(6)-476 

29583 ブチル＝(2Ｒ)‐2‐[3‐({(1，3‐ベンゾオキサアゾール‐2‐イル)[3‐(4‐メトキ

シフェノキシ)プロピル]アミノ}メチル)フェノキシ]ブタノアート 

8-(7)-2036 

29584 tert‐ブチル＝6‐(2‐メトキシエトキシ)‐5‐({2‐[(2，4，4‐トリメチルベンタ

ン‐2‐イル)アミノ]ピリジン‐4‐イル}オキシ)‐1Ｈ‐インドール‐1‐カルボキ

シラート 

8-(1)-4523 

29585 tert‐ブチル=76‐(2‐メトキシエトキシ)‐71‐(メチルカルバモイル)‐3‐オキソ

‐71Ｈ‐6‐オキサ‐4‐アザ‐7(5)‐インドラ‐5(2，4)‐ピリジナ‐1(4)‐ピベリ

ジナ‐2(1，4)‐ベンゼナヘプタファン‐11‐カルボキシラート 

8-(1)-4524 

29586 4‐{[1‐(tert‐ブトキシカルボニル)‐6‐(2‐メトキシエトキシ)‐1Ｈ‐インド

ール‐5‐イル]オキシ}ピリジン＝１‐オキシド 

8-(1)-4525 

29587 1‐ブトキシナフタレン 5-1567 

29588 3‐{[(3‐{[(3‐ブトキシ‐2‐ヒドロキシプロピル)アミノ]メチル}フェニル)メチ

ル]アミノ}プロパンニトリルを主成分とする，1，1'‐(1，3‐フェニレン)ジメタン

4-(7)-2702 
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アミンと(ブトキシメチル)オキシランとプロパ‐2‐エンニトリルの反応生成物 

29589 4，4'‐(9Ｈ‐フルオレン‐9，9‐ジイル)ビス(2‐フルオロアニリン) 7-(1)-1021 

29590 プロパン‐2‐イル＝3‐(2‐ヒドロキシフェニル)プロパノアート 4-(7)-2703 

29591 プロパン‐2‐イル＝3‐(2‐{[(4E)‐5‐{3‐[Ｎ‐(tert‐ブトキシカルボニル)ベ

ンゼンスルホンアミド]フェニル}ぺンタ‐4‐エン‐1‐イル]オキシ}フェニル)プ

ロパノアート 

4-(6)-477 

29592 1，1'‐[プロパン‐2，2‐ジイルビス(4，1‐フェニレンオキシ)]ビス(3‐スルファ

ニルプロパン‐2‐オール)を主成分とする，(クロロメチル)オキシラン・4，4'‐(プ

ロパン‐2，2‐ジイル)ジフェノール重縮合物と(ブトキシメチル)オキシランとメタ

ノールと硫化水素の反応生成物 

7-(4)-1427 

29593 プロパン‐2，2‐ジイルビス[4，1‐フェニレンオキシ(2‐ヒドロキシプロパン‐3，

1‐ジイル)]＝ビス{6‐[(プロパ‐2‐イン‐1‐イル)オキシ]ナフタレン‐2‐カル

ボキシラート}を主成分とする，5，5‐ジメチル‐3，7‐ジオキサ‐1，9(2)‐ビス(オ

キシラナ)‐4，6(1，4)‐ジベンゼナノナファンと 6‐[(プロパ‐2‐イン‐1‐イル)

オキシ]ナフタレン‐2‐カルボン酸のエステル化反応生成物 

7-(4)-1428 

29594 α，α’，α”‐(プロパン‐1，2，3‐トリイル)トリス(ω‐{3‐[ジメトキシ(メチ

ル)シリル]プロポキシ}ポリ[オキシ(メチルエタン‐1，2‐ジイル)])を主成分とす

る，ジメトキシ(メチル)シランとα，α’，α”‐(プロパン‐1，2，3‐トリイル)

トリス{ω‐[(プロパ‐2‐エン‐1‐イル)オキシ]ポリ[オキシ(メチルエタン‐1，

2‐ジイル)]}の反応生成物 

10-4134 

29595 3‐ブロモ‐2‐(4‐エチルフェノキシ)ピリジン 8-(1)-4526 

29596 (3Ｅ)‐6‐ブロモ‐5，5，6，6‐テトラフルオロヘキサ‐3‐エン‐1‐オール 2-(8)-913 

29597 1‐(4‐ブロモフェニル)ナフタレン 5-1568 

29598 2‐ブロモ‐4‐フルオロ‐1‐ニドロ‐3‐(トリフルオロメチル)ベンゼン 4-(12)-986 

29599 3‐ブロモ‐4‐メトキシピリジン 8-(1)-4527 

29600 1，1，1，3，3，3‐ヘキサクロロプロパン 2-(13)-328 

29601 Ｎ‐[4‐({4‐[(ヘキサデシルカルバモイル)アミノ]フェニル}メチル)フェニル]‐

Ｎ‐オクタデシル尿素とＮ，Ｎ”‐[メチレンジ(4, 1‐フェニレン)]ビス(Ｎ’‐オ

クタデシル尿素八主成分)の混合物 

7-(4)-1429 

29602 α，α’，α”，α’”，α””，α’””‐(ヘキサン‐1,2,3, 4,5,6‐ヘキサイル)ヘキ

サキス(ω‐{3‐[ジメトキシ(メチル)シリル]プロポキシ}ポリ[オキシ(メチルエタ

ン‐1, 2‐ジイル)])を主成分とする，ジメトキシ(メチル)シランとα，α’，α”，

α”’，α””，α’””‐(ヘキサン‐1, 2, 3, 4, 5, 6‐ヘキサイル)ヘキサキ

ス{ω‐[(プロパ‐2‐エン‐1‐イル)オキシ]ポリ[オキシ(メチルエタン‐1, 2‐ジ

イル)]}の反応生成物 

10-4135 

29603 α，α’，α”，α’”，α””，α’””‐(ヘキサン‐1,2,3,4,5,6‐ヘキサイル)ヘキサ

キス{ω‐[(プロパ‐2‐エン‐1‐イル)オキシ]ポリ[オキシ(メチルエタン‐1, 2‐

ジイル)]}を主成分とする，3‐クロロプロパ‐1‐エンとα，α’，α”，α’”，

α””，α’””‐(ヘキサン‐1,2,3,4,5,6‐ヘキサイル)ヘキサキス{ω‐ヒドロ

キシポリ[オキシ(メチルエタン‐1,2‐ジイル)]}の反応生成物 

10-4136 

29604 2，2，4，4，6，6，8‐ヘプタメチル‐8‐ (3，3，4，4，5，5，6，6，6 ‐ ノナフ

ルオロヘキシル) ‐1，3，5，7，2，4，6，8‐テトラオキサテトラシロカン 

8-(9)-191 

29605 ベルオキシニ硫酸ニカリウムを開始剤とする，エテニルベンゼン・2‐メチルプロパ

‐2‐エン酸・メチル＝2‐メチルプロパ‐2‐エノアート共重合物のアンモニウム及

びナトリウム塩 

9-3937 
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29606 α‐[3‐ (4‐ {4‐[2‐ベンジル‐2‐(ジメチルアミノ)ブタノイル]フェニル}ピベ

ラジン‐1‐イル)プロパノイル]‐ω‐に 3‐ (4‐ {4‐[2‐ベンジル‐2‐(ジメチ

ルアミノ)ブタノイル]フェニル}ピベラジン‐1‐イル)プロパノイル]オキシ}ポリ

(オキシエタン‐1. 2‐ジイル)を主成分とする,α‐(プロパ‐2‐エノイ

ル)‐ω‐[(プロパ‐2‐エノイル)オキシ]ポリ(オキシエタン‐1, 2‐ジイル)と 2‐

ベンジル‐2‐(ジメチルアミノ)‐1‐[4‐(ピベラジン‐1‐イル)フェニル]ブタン

‐１‐オンの反応生成物 

10-4137 

29607 1‐ベンジルピベリジン‐3‐イル＝2‐[(3‐ニトロフェニル)メチリデン]‐3‐オ

キソブタノアート 

8-(1)-4528 

29608 3‐[2‐ ({(4Ｅ) ‐5‐[3‐(ベンゼンスルホンアミド)フェニル]ペンタ‐4‐エン

‐1‐イル}オキシ)フェニル]プロパン酸 

4-(4)-1459 

29609 3‐ ({(1, 3‐ベンゾオキサアゾール‐2‐イル)[3‐(4‐メトキシフェノキシ)プロ

ピル]アミノ}メチル)フェノール 

8-(7)-2037 

29610 α‐(2‐(2Ｈ‐1, 2, 3‐ベンゾトリアゾール‐2‐イル)‐4‐ {2 ‐[(2‐メチルプ

ロパ‐2‐エノイル)オキシ]エチル}フェニル)‐ω‐{[(2‐(2Ｈ‐1, 2, 3‐ベンゾ

トリアゾール‐2‐イル)‐4‐{2‐[(2‐メチルプロパ‐2‐エノイル)オキシ]エチ

ル}フェノキシ)カルボニル]オキシ}ポリ{オキシカルボニルオキシ‐1, 4‐フェニレ

ン[メチル(2‐メチルプロピル)メチレン]‐1, 4‐フェニレン} 

10-4138 

29611 ホスホリパーゼＣ (ホスホリパーゼＣ産生遺伝子を導人した Bacillus 

licheniformis) 

11-(2)-271 

29612 [(2，9(又は10)‐ビス{3‐[(2‐ヒドロキシプロピル)スルファモイル]プロパン‐１

‐スルホニル}‐16(又は 17)，23(又は24)‐ビス(3‐スルホナトプロパン‐1‐スル

ホニル)フタロシアニン‐29，31‐ジイド‐κ４Ｎ29，Ｎ30，Ｎ31，Ｎ32)銅酸(2－)ニナ

トリウムと(2，16(又は 17)‐ビス{3‐[(2‐ヒドロキシプロピル)スルフアモイル]

プロパン‐1‐スルホニル}‐9(又は 10)，23(又は 24)‐ビス(3‐スルホナトプロパ

ン‐1‐スルホニル)フタロシアニン‐29，31‐ジイド‐κ４Ｎ29，Ｎ30，Ｎ31，Ｎ32)銅

酸(2－)ニナトリウム]を主成分とする，[2，9(又は 10)，16(又は 17)，23(又は24)‐

テトラキス(3‐スルホプロパン‐1‐スルホニル)フタロシアニン‐29，31‐ジイド

‐κ４Ｎ29，Ｎ30，Ｎ31，Ｎ32]銅と(2，9(又は 10)，16(又は 17)，23(又は24)‐テトラ

キス{3‐[(2‐ヒドロキシプロピル)スルファモイル]プロパン‐１‐スルホニル}フ

タロシアニン‐29，31‐ジイド‐κ４Ｎ29，Ｎ30，Ｎ31，Ｎ32)銅と(2，9(又は 10)，16(又

は 17)‐トリス{3‐[(2‐ヒドロキシプロピル)スルフアモイル]プロパン‐1‐スル

ホニル}‐23(又は24)‐(3‐スルホプロパン‐1‐スルホニル)フタロシアニン‐29，

31‐ジイド‐κ４Ｎ29，Ｎ30，Ｎ31，Ｎ32)銅と(2，9(又は10)‐ビス{3‐[(2‐ヒドロキ

シプロピル)スルファモイル]プロパン‐1‐スルホニル}‐16(又は 17)，23(又は

24)‐ビス(3‐スルホプロパン‐1‐スルホニル)フタロシアニン‐29，31‐ジイド‐

κ４Ｎ29，Ｎ30，Ｎ31，Ｎ32)銅と(2，16(又は17)‐ビス{3‐[(2‐ヒドロキシプロピル)

スルフアモイル]プロパン‐1‐スルホニル}‐9(又は 10)，23(又は24)‐ビス(3‐ス

ルホプロパン‐1‐スルホニル)フタロシアニン‐29，31‐ジイド‐κ４Ｎ29，Ｎ30，Ｎ
31，Ｎ32)銅と(2‐{3‐[(2‐ヒドロキシプロピル)スルフアモイル]プロパン‐1‐スル

ホニル}‐9(又は 10)，16(又は 17)，23(又は 24)‐トリス(3‐スルホプロパン‐1‐

スルホニル)フタロシアニン‐29，31‐ジイド‐κ４Ｎ29，Ｎ30，Ｎ31，Ｎ32)銅の混合

物のアンモニウム及びナトリウム塩(正塩に限る｡) 

1-(1)-818 

29613 メチル=(2Ｓ)‐3‐アミノ‐2‐メチルプロパノアート 2-(6)-2156 

29614 メチル=(2Ｓ)‐3‐(1Ｈ‐イミダソール‐1‐カルボキシアミド)‐2‐メチルプロパ 8-(2)-2903 
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ノアート 

29615 メチル＝2‐[2‐クロロ‐4‐(4‐クロロフェノキシ)フェニル]オキシラン‐2‐カ

ルボキシラート 

8-(4)-2186 

29616 メチル＝[2‐クロロ‐4‐(4‐クロロフェノキシ)フェニル](オキソ)アセタート 4-(7)-2704 

29617 rac‐メチル=(2Ｒ)‐2‐[2‐クロロ‐4‐(4‐クロロフェノキシ)フェニル]‐2‐ヒ

ドロキシ‐3‐(1Ｈ‐1，2，4‐トリアゾール‐1‐イル)プロパノアート 

8-(3)-1555 

29618 rac‐メチル=(2Ｒ)‐2‐[2‐クロロ‐4‐(4‐クロロフェノキシ)フェニル]‐2‐ヒ

ドロキシ‐3‐(4Ｈ‐1，2，4‐トリアゾール‐4‐イル)プロパノアート 

8-(3)-1556 

29619 メチル=(2Ｓ)‐3‐[2，6‐ジオキソ‐4‐(1Ｈ‐ピラソール‐１‐イル)‐3，6‐ジ

ヒドロ‐1，3，5‐トリアジン‐１(2Ｈ)‐イル]‐2‐メチルプロパノアート 

8-(3)-1557 

29620 2‐[(2‐メチルプロピリデン)アミノ]エタン‐1‐アミンを主成分とする，エタン‐

1，2‐ジアミンと(エタン‐1，2‐ジアミンと 2‐メチルプロバナールの反応生成物)

の混合物 

2-(10)-300 

29621 Ｎ1‐(2‐メチルプロピル)エタン‐1，2‐ジアミンを主成分とする，酢酸とＮ1‐(2

‐メチルプロピル)エタン‐1，2‐ジアミンによる 2‐メチル‐1‐(2‐メチルプロピ

ル)‐4，5‐ジヒドロ‐1Ｈ‐イミダゾール製造時の低沸点留分 

12-1215 

29622 メチル＝α‐Ｄ‐マンノピラノシド 11-(4)-980 

29623 メチル=(2Ｓ)‐2‐メチル‐3‐{[(1Ｈ‐ピラソール‐1‐カルボキシイミドイル)カ

ルバモイル]アミノ}プロパノアート 

8-(2)-2904 

29624 2‐メチル‐1‐{2‐[5‐(4‐メチルフェニル)‐1Ｈ‐イミダソール‐2‐イル]ピベ

リジン‐1‐イル}ブタン‐1‐オン 

8-(1)-4529 

29625 α，α’，α”，α’”‐[({5‐[4‐({メチル[3‐(Ｎ‐メチルメタンアミニウムイル)

プロピル]カルバモイル}オキシ)フェニル]‐5‐{[(ベンタフルオロフェノキシ)カ

ルボニル]オキシ}ベンタノイル}アザンジイル)ビス[ヘキサン‐6，1‐ジイルスルフ

ァンジイル(2，5‐ジオキソピロリジン‐3，1‐ジイル)(1‐オキソプロパン‐3，1‐

ジイル)アザンジイルプロパン‐3，1‐ジイルオキシプロパン‐3，1，2‐トリイル]]

テトラキス[ω‐メトキシポリ(オキシエタン‐1，2‐ジイル)]＝トリフルオロアセ

タートを主成分とする，エタンチオールとα，α’‐(3‐{3‐[3‐(2，5‐ジオキソ

‐2，5‐ジヒドロ‐1Ｈ‐ピロール‐1‐イル)プロパンアミド]プロポキシ}プロパン

‐1，2‐ジイル)ビス[ω‐メトキシポリ(オキシエタン‐1，2‐ジイル)]と 3‐({[4

‐(5‐[ビス(6‐スルファニルヘキシル)アミノ]‐5‐オキソ‐1‐{[(ベンタフルオ

ロフェノキシ)カルボニル]オキシ}ベンチル)フェノキシ]カルボニル以メチル)アミ

ノ)‐Ｎ，Ｎ‐ジメチルプロパン‐1‐アミニウム＝トリフルオロアセタートと水の

反応生成物 

10-4139 

29626 3，3'‐[メチレンジ(4，1‐フェニレン)]ビス[8‐(プロパ‐2‐エン‐1‐イル)‐3，

4‐ジヒドロ‐2Ｈ‐1，3‐ベンゾオキサアジン]を主成分とする，2‐(プロパ‐2‐

エン‐1‐イル)フェノールとホルムアルデヒドと 4，4'‐メチレンジアニリンの反応

生成物 

8-(7)-2038 

29627 メチレンビス{ナフタレン‐1，2，7‐トリイルビス[オキシ(2‐ヒドロキシプロパン

‐3，1‐ジイル)]}＝テトラキス{6‐[(プロパ‐2‐イン‐1‐イル)オキシ]ナフタレ

ン‐2‐カルボキシラート}を主成分とする，{[(クロロメチル)オキシラン・ナフタ

レン‐2，7‐ジオール・ホルムアルデヒド重縮合物]と 6‐ヒドロキシナフタレン‐2

‐カルボン酸の反応生成物}と 3‐ブロモプロパ‐1‐インの反応生成物 

5-1569 

29628 3‐(4‐メトキシフェノキシ)プロパンニトリル 4-(7)-2705 

29629 Ｎ‐{3‐[(1Ｅ)‐5‐ヨードペンタ‐1‐エン‐1‐イル]フェニル}ベンゼンスルホ 4-(8)-350 
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ンアミド 

******************************************************************* 以上 ******************** 
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